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首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会
藁報
－第 6回研究大会開催報告
当研究会の第 6回研究大会が開催されました。会員 2名による研究
発表が行なわれ、国立国語研究所客員教授井上史雄先生の御講演を賜
りました。
日時： 2013年 7月 20日 （土） 16:40 17:40 
場所：首都大学東京南大沢キャンパス国際交流会館大会議室
〔招待講演〕
井上 史雄先生（国立国語研究所客員教授）
「アジアとヨーロッパの敬語」
〔研究発表〕
塚原 佑紀氏（首都大学東京人文科学研究科博士後期課程）
「意味・用法からみた日本語学習者のナ形容調の使用状況 日本語
学習者会話データベースにおけるナ形容詞の使用状況から－J
金 慶恵氏（韓国 ・仁川｜大学校教授）
「日本人の条件表現に関する設問調査結果の分析一選択肢型と単答
型の対照を通して 」
－第 7回研究大会のお知らせ
第 7回研究大会を以下の日時にて開催する予定です。奮ってご参加
ください。
日時： 2014年 7月 19日 （土） 14:30-17:40 
（大会後、懇親会を予定しています。）
場所：首都大学東京本部棟大会議室
14:30-14:45 総会
14:55 16:35 会員による研究発表
16: 40-17: 40 招待講演 塩田 雄大先生（NHK放送文化研究所）
??? ?
入会の御案内
「首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会」では、
会員制を採り 、学内のみならず広く学外の方からの御協力も賜りたく
存じます。研究会では、「普通会員」「学生会員」「賛助会員」「会友」
という会員種別を設けています。年会費は以下の通りです。なお、『日
本語研究』の投稿は「賛助会員」「普通会員」 「学生会員」である こと
が条件です。
賛助会員 10,000円
学生会員 2,000円
普通会員 4,000円
会友 1,000円
入会を希望される方は事務局まで御連絡ください。
（文責 ：事務局劉志偉）
振込先口座番号
郵便振替 口座番号 0 0 1 6 0 6 8 3 2 8 1 
加入者名 首都大学東京東京都立大学日本語日 本語
教育研究会
銀行振込 三菱東京 UFJ銀行 多摩センター支店普通預金口座
口座番号 1 5 8 0 7 1 3
口座名 日本語研究会代表西郡仁朗
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『日本語研究』第 35号原稿募集のお知らせ
下記の要領で『日本語研究』第 35号の原稿を募集いた します。ふる
って御投稿ください。
投稿募集
締切日時
2015年 2月 12日（木） 15時（必着）
注意点
( 1 ）所定の書式に従い、原稿を作成すること。
( 2 ）非日本語母語話者はネイティプチェック
を受けること 。
( 3 ）事務局が指定する締切等に遅れた場合は
如何なる理由があっても受理しないこと 。
【提出先】（郵送、持参可）
干192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1
首都大学東京人文科学研究科日本語教育学事務室気付
首都大学東京 ・東京都立大学日本語 ・日本語教育研究会
投稿規定
【内容】
研究論文、研究ノート、報告。
研究会の目的と内容に合致していればテーマは自由である。
??? ?
【書式】
a.用紙サイズ ：85
b.横書き（縦書きを希望する場合は、事前の相談が必要。）
C.指定書式： 1頁＝ 38宇×38行を基準とする。（必ずボタン「段落」
→「行と段落の間隔」の順で「1. 0」を選択すること）
d.マージン ．上 2.5cm下 3.0cm左 2.5cm右 2.5cmを原則 とする。
e. 1ページ目
b第 l行 論文題目と副題 ゴチック体 11ポイント （太字にしな
いこと）
b空行（1行）をいれる。
P著者名 明朝体（ 10. 5ポイン ト、 名前と名字の問は一文字のスペ
ースを空ける。共著の場合は各執筆者の名前の聞に 「・」をいれる。）
b空行（1行）をいれる。
b本文 小見出しはゴチック体 （10.5pt、太字にしないこと）、 本文
は明朝体 （10. 5pt）で「、J「。」を用いて作成する。章 と章の問には
それぞれ 1行空きとする。
b論文題は中央寄せ、執筆者名は右寄せで統ーする。
f. 注は脚注に限り 、明朝体 （9ポイント、注の行聞はツールバーの「ホ
ーム」→「段落」→「行間」→「固定値」→『OKJ）で統ーする。
g，「参考文献」の四文字はゴチック体 （10.5pt、太字にしないこと）、
個々の文献は明朝体（10. 5pt）。文献情報が二行以上渡る場合は、二
行は二字空けで統ーする。
h.参考文献と付記の聞は 1空行をいれる。
i.論文の最後に一空行を入れて、氏名の読みと所属（身分）を右寄せ
で記入する。名前と名字の聞に一文字のスペースを空ける。氏名と
所属の問に「 ・」をいれる。
例 ：（ひが し たろう ・首都大学東京大学院博士後期課程）
J.枚数： 指定書式で 14枚程度 （図表含む）。
k.ページ数を付 さないこ と。投稿時は余白（文字面の右下）に鉛筆で
記入する。
［投稿原稿について］
a.オフセット 印刷につき上記 4-2を守った完全原稿での提出。
b.プリン トアワ ト3部を提出する こと
C.上記 2による編集委員会の審査を経て掲載の諾否を決定する。
d.編集委員会が改稿を求める ことがある。
e.パックアップについて
プリン トアウト ならびにファ イルはコピーして保存しておく こと。
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首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会規約
(2008年7月19日制定）
(2012年7月21日改定）
首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会（以下、研究会）は、 2006年
に首都大学東京に設置された大判完日本語教育学教室および、東京都立大学人文科学研
究科国文学専攻において研究・教育を積み上げてきた日本語学と日本語教育学の関係有
志によって設立された。
1.研究会の目的と性格
1-1.研究会は、日本語学・日本語教育学およびそれに関連する領域での研究・教育に
携わる者が、自らの研鎖を発表する場、また、研究・教育上の蓄積や新しい知見に
触れる場として発足した。
1 2.研究会にかかわる領域には日本語学・日本語教育学のほか、言語学・言語教育学・
教育工学・異文化コミュニケーションなどが含まれる。
1 3.研究会の趣旨に賛同する者は、年会費を納めることにより誰でも会員になること
ができる。
2.研究会の札織
2-1.総会
規約の改正、理事などの役員の選任、予算 ・決算、活動計画など、研究会の重要事
項について審議、決定する。すべての会員が参加でき、原則として年に一度開催さ
れる。
2-2.理事会
研究会の運営全般を統括する。会員の自薦 ・他薦によって理事候補者を募り、それ
をもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会において承認を得ることとする。
定数6名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可とす
る。
2-3.研究委員会
研究大会にかかわる業務全般を担当する。会員の自薦・他薦により、研究委員側曲
者を募り、それをもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会において承認を得る。
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定数4名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可とす
る。
大会開催に関わる研究委員会細則は別に定める。
2 4.編集委員会
学会誌『日本語研究』の発行にかかわる業務全般を担当する。会員の自薦・他薦に
より、編集委員候補者を募り、それをもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会に
おいて承認を得る。
定数4名、任期2年（承認を得た総会の日から 2年後の総会の日まで）、再任可と
する。
学会誌の編集に関わる編集委員会細則は別に定める。
2 5.広報委員会
会員への連絡（ホームページおよびメールマガジンによる連絡）にかかわる業務を
担当する。会員の自薦・他薦により、編集委員候補者を募り、それをもとに理事会
が推薦者名簿を作成し、総会において承認を得る。
定数若干名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可と
する。
2-6.事務局
首都大学東京大学院人文科学研究科日本語教育学教室事務室に研究会の事務局を
置く。事務局は研究会の運営にかかわる庶務を担当する。理事会が推薦者名簿を作
成し、総会において承認を得る。
定数若干名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可と
する。
2 7.会計
会費の徴収および管理、予算・決算にかかわる会計業務を担当する。理事会が推薦
者名簿を作成し、総会において承認を得る。
定数1名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可とす
る。
2 8.監韮王
研究会の予算およひ快算を監査する。理事会が推薦者名簿を作成し、総会において
承認を得る。
定数1名、任期2年（承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで）、再任可とす
る。
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3.会員と特典およてF会費など
3 1.会員
会員は普通会員、学生会員、賛助会員、会友よりなる。
3 2.普通会員
普通会員は個人会員であり、以下の特典がある。
総会への参加・研究大会への参加と口頭発表・学会誌への樹高・学会誌の受領・お
知らせ（メールマガジン）の受信。
3 3.学生会員
学生会員は個人会員であり、大学で学ぶ学部生・大判完生・研究生に限られる。学
生会員には普通会員と同じ特典がある。
3 4.賛助会員
賛助会員は研究会の趣旨に賛同し援助を希望する個人または団体の会員であり、普
通会員と同じ特典がある。
3 5.会友
会友は学会誌の受領のみを希望する者で、その他の特典はない。
3 6.会費
年度会費は以下の通りとする。
普通会員： 4,000円、学生会員： 2,000円、賛助会員： 10,000円、会友： 1,000円。
年度会費は毎年4月1日から翌年の3月31日の間有効とする。なお既納の会費はい
かなる事由があっても返還しない。
3 7.会員資格の喪失
会員は、次の事由によってその資格を喪失する。
a.退会したとき
b.死亡し、若しくは失院宣告を受け、又は会員である団体が解散したとき
c.除名されたとき
3 8.退会
会員が退会しようとするときは、理由を付して退会届を理事会に提出しなければな
らなしも
3 9.除名
会員が次の各号の一つに該当するときは、総会の議決により除名することができる。
a.研究会の名誉を傷つけ、または研究会の目的に違反する行為があったとき
??
b.会費を3年以上滞納したとき
研究委員会細則 ～研究大会開催規定～
1.研究大会の目的など
研究大会は会員の研究成果の口頭発表や、外部有識者による学林市茸演、さらに会員
間の親睦を図る目的で開催される。
2.研究大会の企画と実施
研究大会の企画と実施については研究委員会が統括し、発表者の選定や講演者への
依頼等を行う。
3.研究大会日程
毎年7月下旬を目途に開催する。
編集委員会細則 ～学会誌『日；楠研究』編集規定～
1.学会誌の目的など
学会誌『日本語研究』は研究会の目的や領域に合致し、学術的に高度な内容の研究
論文・報告・研究ノートの発表の場となることを主な目的とする。これに加え、編
集委員会の判断により研究会の動向や会員消息等の諸情報を掲載することができる。
2.開高論文の査読と掲載の決定
2-1.編集委員会が投稿論文の掲載諾否についての判断を下す。その際、編集委員会
が一論文について三名の査読者を指名し、論文掲載の可否および改稿に関する審査
を依頼する。非会員に査読を依頼することもできる。
2-2.開高論文については、編集委員会が合評会を開催し、査言＂ 三名のうち二名以
上が言特若した場合に掲載できるものとする。査読者が合評会に出席できない場合、
書面をもって査読結果を報告することができる。
2-3.開高者は自らの論文の査読者になることはできない。また、合評会において同
論文の審査に同席できない。
2-4.編集委員会は査指吉果をもとに、樹高論文の掲載の諾否を決定し、開高者に報
告する。また、編集委員会は樹高者に改摘を求めることができる。
2-5.改稿が求められた論文については、編集委員会が再度合評会を開催した上で掲
。 ， ??
?
載の諾否を決定する。
3.編集日程
3 1.開高締め切り： 2月中旬
3 2.第一回合評会： 3月下旬
3 3.第二回合評会： 4月下旬
3-4.最終原稿の提出： 5月中旬まで
3 5.刊行： 6月中
4.開高規定
4-1.資格
単著論文等の場合、開高者は首都大学東京・東京都立大学 日本語・日本語教育研究
会の会員でなければならなし、。
共著論文等の場合、執筆者全員が投稿資格をもっ会員（普通会員 ・学生会員 ・賛助
会員）でなければならない。
4 2.内容
研究論文、研究ノート、報告。
研究会の目的と内容に合致していればテーマは自由である。
4-3.書式
a.用紙サイズ： 85
b.横書き（縦書きを希望する場合は、事前の相談が必要。）
C.指定書式：1頁＝38宇×38行を基準とする。 （必ずボタン「段落」→「行と段落の間
隔」の順で「1.0」を選択すること）
d.マージン上2.5cm下3.0cm左2.5cm右2.5cmを原則とする。
e. 1ページ目
い第l行論文題目と副題 ゴ、チック体 11ポイント（太字にしないこと）
b空行（1行）をいれる。
b著者名 明朝体（10.5ポイント、名前と名字の聞は一文字のスペースを空ける。
共著の場合は各執筆者の名前の聞に「 ・」をいれる。）
b空行（1行）をいれる。
? ???
b本文 小見出しはゴ、チック体（10.5pt、太字にしないこと）、本文は明朝体
(10. 5pt）で「、」 「。」を用いて作成する。章と章の聞にはそれぞれ1行空
きとする。
b論文題は中央寄せ、執筆者名は右寄せで統一する。
f.注は脚注に限り、明朝体（9ポイント、注の行聞はツーノレバーの「ホーム」→「段
落」→「行間」→「固定値」→「OK」）で統一する。
g，「参考文献」の四文字はゴ、チック体（10.5pt、太字にしないこと）、個々の文献
は明朝体（10.5pt）。文献情報が二行以上渡る場合は、二行は二字空けで統一す
る。
h.参考文献と付記の聞は1空行をいれる。
1.論文の最後に一空行を入れて、氏名の読みと所属（身分）を右寄せで記入する。
名前と名字の聞に一文字のスペースを空ける。氏名と所属の聞に「・」をいれる。
例： （ひがし たろう・首都大学東京大判完博士後期課程）
j.枚数：指定書式で14枚tW支（図表含む）。
k.ページ数を付さないこと。樹高時は余白（文字面の右下）に鉛筆で記入する0
4-4.開高原稿について
a.オフセット印刷lこっき上記，4-2を守った完全原稿で、の提出。
b.プリントアウト3部を提出すること
C.上言白による編集委員会の審査を経て掲載の諾否を決定する。
d.編集委員会が開高を求めることがある。
e.パックアップについて
プリントアウトならひ、にファイルはコピーして保存しておくこと。
4-5.提出先（郵送または手渡し）
干192-0397 東京都八王子市南大沢1-1
首都大学東京人文科学研究科日本語教育学事務室気付
首都大学東京・東京都立大学 日本語・日本語教育研究会
4-6投稿料について
研究会の運用及ひ機関誌発行を維持するため、第 33号より賛助会員から開高一篇
につき投稿料として 10,000円を徴収することとする。
5.『日本語研究』の歴史と通算号教に関する付記
『日本語研究』は、東京都立大学人文科学研究科中本正智先生のゼミの大学院生等の
?
?
?
?
研究発表の場として創刊され、平成 19(2007）年までに通算27号が刊行されている。
この間、中本先生の御逝去や、大学の組織改変等があったが、ほぼ毎年刊行されてきた。
また、日本語学会が2004年に国語学会から現在の名称に変更する際、学会誌である『国
語学』の新名称を『日本語の研究』としたのは、既に 『日本語研究』や『日本語学』が
別の学術雑誌として相生していたためで、この前者は本誌のことである。こうした歴史
に鑑み、首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会発足にあたり、学会
誌の名称は『日本語研究』を市断亮し、号数も創刊以来の号教を市断亮することとした。
6.掲載原稿は、第32号より原則として首都大学東京学術情報リポジトリ（みやこ，鳥）
に登録し、全文公開をする。ただし、執筆者の要望により公開しないことも可能である。
なお、公開は雑誌発行日から 1年後とする。
広報委員会細則
1.理事会・研究委員会・編集委員会と連絡を密にしつつ、研究会の会員聞の相互連絡
と対外的な広報活動を統括する。
2.ホームページの開設と管理・編集を行う。
3.メーノレマガジンを編集配信する（季刊、および臨時号）。
4.会員情報の集積と管理を行う。
????
編集後記
『日本語研究』第34号を会員各位にお届け致します。
今回は、日本語教育学・日本語学・社会言語学などの分野から 20本の投稿
があり、 12本が採用されました（うち、論文7、ノート 4、調査報告1）。
投稿数が年々増えてきているのは、日頃のみなさまのご研績とご協力ゆえと感
謝申し上げます。もともと、東京都立大学・中本正智先生のゼ、ミ生の研究発表
の場としてスタートした本誌が、学会組織ができ、査読のある研究誌として発
展してきたことを考えると、感慨深いものがあります。
今後とも研究会と本誌へのご協力をよろしくお願し、致します。
（文責：西郡仁朗）
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